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カバーで覆う前のトンネルの壁面に自分の名前や

クイズを通して”みちづくり”を

将来の夢などのメッセージを書いてもらいました

真剣な表情で説明を聞く学生

最終日には体験成果の発表を行いました

解りやすく紹介しました

未
来
の
土
木
技
術
者
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
って
き
た
！　

 　

　

　

社
会
資
本
工
事
へ
の
理
解
と
興
味
を
深
め
、
更
に
観
光
振
興
に
も
役
立

て
る
た
め
「
イ
ン
フ
ラ
ツ
ア
ー
」
を
平
成
2
6
年
８
月
2
3
日
、
唐
津
伊
万

里
道
路
北
波
多
I
C
～
南
波
多
谷
口
I
C
間
で
開
き
ま
し
た
。

　

福
岡
か
ら
訪
れ
た
親
子
連
れ
5
3
名
が
、
普
段
は
立
ち
入
る
こ
と
が
で

き
な
い
開
通
前
の
道
路
建
設
現
場
を
興
味
深
く
見
て
い
ま
し
た
。

　

「
イ
ン
フ
ラ
ツ
ア
ー
」
は
、
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
と
㈱
日
本
旅

行
が
連
携
し
て
開
催
し
て
お
り
、
県
内
で
は
初
の
試
み
で
し
た
。

　

MESSAGE 西
九
州
自
動
車
道

南
波
多
谷
口
Ｉ
Ｃ

開
通
に
よ
せ
て　
　
　

全
面
開
通
に
伴
う

　
　
　
　
　

地
域
の
期
待
と
貢
献　

至 唐津市至 唐津市

　

ブカブカのヘルメットが可愛いですね。

ｺﾝｸﾘｰﾄは、ｾﾒﾝﾄ・水・砂とかを混ぜて作るんだよ。

ガ
ン
バ
レ
ー

「インフラツアー」親
子

最
先
端
の

　
　
　

土
木
技
術
を
学
ぶ

　

私
事
で
す
が
、
2
0
数
年
福
岡
へ
仕
事
と
私
的
ご
と
で
、
乗
用
車
に
て
往
来
し
て
い

ま
す
。
当
時
は
、
私
が
仕
事
で
福
岡
へ
出
張
し
て
い
る
間
は
伊
万
里
ま
で
開
通
し
な
い

だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
待
ち
に
待
っ
た
西
九
州
道
路
は
平
成
2
6
年
度
内

に
南
波
多
谷
口
I
C
の
供
用
開
始
で
、
福
岡
～
伊
万
里
が
結
ば
れ
ま
す
。
伊
万
里
市
に

と
っ
て
は
長
年
の
思
い
が
現
実
に
な
る
わ
け
で
す
。

　

江
戸
時
代
、
焼
物
の
積
出
し
港
と
し
て
栄
え
た
伊
万
里
は
、
時
代
の
流
れ
で
船
か
ら

鉄
道
、
自
動
車
へ
と
変
わ
り
、
物
も
焼
物
、
石
炭
、
木
材
、
コ
ン
テ
ナ
等
へ
と
変
化
し
、
今

日
で
は
人
・
物
の
移
動
に
一
段
と
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
が
要
求
さ
れ
、

そ
れ
が
地
域
経
済
の
要
で
も
あ
り
ま
す
。
昨
年
、
伊
万
里
港
が
水
深

1
3
ｍ
の
岸
壁
を
整
備
し
、
新
た
に
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
の
供

用
が
開
始
さ
れ
、
コ
ン
テ
ナ
の
取
扱
量
も
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
西
九
州
道
路
が
完
成
す
れ
ば
福
岡
～
伊
万
里
間
が
１
時
間
以

内
と
な
り
、
博
多
港
の
サ
ブ
港
と
し
て
一
段
と
伊
万
里
港
の
コ
ン

テ
ナ
取
扱
量
が
増
加
す
る
と
、
福
岡
～
伊
万
里
～
ア
ジ
ア
へ
と
海

外
に
通
じ
、
そ
れ
と
同
時
に
伊
万
里
の
工
業
製
品
、
焼
物
、
伊
万
里

牛
、
農
産
物
の
流
通
が
広
が
り
、
伊
万
里
市
の
発
展
に
大
き
く
寄
与

す
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

伊万里商工会議所

会頭  中 山  武 重

　

西
九
州
自
動
車
道

は
、
福
岡
市
を
起
点

と
し
、
伊
万
里
・
佐

世
保
を
経
由
し
、
武

雄
市
で
九
州
横
断
自

動
車
道
長
崎
大
分
線

に
接
続
さ
れ
る
予
定

の
一
般
国
道
自
動
車
専
用
道
路
で
あ
り
、
各
地
域
ま
で
の
大
幅
な
時
間
短
縮
が
可
能
と

な
り
ま
す
。
企
業
の
誘
致
・
通
勤
圏
の
拡
大
・
観
光
交
流
・
特
産
品
搬
送
の
時
間
短
縮

に
大
き
く
貢
献
で
き
ま
す
。
昔
か
ら
人
々
は
、
食
に
敏
感
で
あ
り
、
厳
し
い
見
極
め
を

さ
れ
る
た
め
、
唐
津
に
来
て
美
味
し
い
物
を
食
べ
て
、
楽
し
く
遊
ん
で
い
た
だ
く
た
め

に
は
、
農
産
物
・
海
産
物
の
開
発
に
今
以
上
の
力
を
注
ぎ
、
地
域
住
民
と
の
協
働
に
よ

る
地
域
社
会
づ
く
り
の
活
性
化
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

唐
津
市
民
は
こ
の
好
機
を
生
か
す
た
め
、
西
九
州
自
動
車
道
沿
線
地
域
と
情
報
交
換

を
活
発
に
行
い
、
唐
津
・
松
浦
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
新
た
な
郷
土
の
特
産
品
を
開
発

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
唐
津
市
は
、
唐
津
城
・
唐
津
く
ん
ち
・
唐
津
焼
・
虹
ノ
松
原

な
ど
、
文
化
歴
史
の
貴
重
な
観
光
資
源
が
あ
り
ま
す
の
で
、
国
内
の
交
流
だ
け
で
な
く

海
外
と
の
観
光
交
流
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
も
、
西
九
州
自
動
車
道
は
大
き
く
貢
献

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
、
唐
津
に
住
み
た
い
と
言
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
、
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
り
ま
す
。

唐津市北波多公民館長

　蒲  原　義 孝

秋
空
に

 
 　

　

笑
顔
い
っ
ぱ
い
！

旅
行
会
社
の

　
　
　
　
　

         

ツ
ア
ー
企
画
に
！

インターンシップ

鳥栖工業高校現場見学会

　

9
月
5
日
、
伊
万
里
市
立
山
代
西
小
学
校
の
6
7
名
を
対
象

に
、
伊
万
里
松
浦
道
路
で
現
場
見
学
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
晴
れ
渡
る
秋
空
の
下
、

普
段
体
験
す
る
こ
と
が
出

来
な
い
高
所
作
業
車
に
試

乗
し
た
り
、
現
場
で
利
用

す
る
資
材
の
切
断
の
様
子

を
見
学
し
た
り
す
る
な
ど
、

短
時
間
で
あ
り
ま
し
た
が

盛
り
沢
山
の
内
容
で
し
た
。

　

当
事
務
所
で
は
、
毎
年
夏
頃
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
就
業
体
験
実
習
）

生
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
長
崎
大
学
と
福
岡
大
学
の
学

生
2
名
が
8
月
1
8
日
～
2
9
日
の
２
週
間
、
就
業
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

実
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
当
事
務
所
の
業
務
内
容
説
明
な
ど
の
座
学
の

ほ
か
、
道
路
の
建
設
現
場
体
験
や
小
学
生
の
通
学
路
点
検
な
ど
担
当
職
員

と
共
に
実
際
の
業
務
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

現場見学会特集現場見学会特集

  

鳥
栖
工
業
高
校
お
よ
そ

4
0
名
の
生
徒
が
、
伊
万

里
市
の
西
九
州
自
動
車
道

の
工
事
現
場
を
訪
れ
、
担

当
者
か
ら
説
明
を
聞
き
な

が
ら
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

を
使
っ
た
盛
土
の
施
工
シ

ス
テ
ム
な
ど
、
最
先
端
の

土
木
技
術
を
使
っ
た
工
事

を
学
び
し
ま
し
た
。

山代西小学校現場見学会

カバー

将来の

て
き
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
！　

ｺﾝｸﾘｰ

ン
バ
レ
ー


